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動力試験炉 JPDR の生体遮蔽コンクリートを対象に DORT および ORIGEN-S コードを用いて放射化計算

を行い、測定値と比較した上で計算値によるトレンチ処分の放射能濃度の確認手法を検討した。 
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1.緒言 研究施設等の廃止措置で発生する廃棄物を埋設処分するにあたり、廃棄体中の放射能濃度の確認が

必要となる。本報告では、JPDR の生体遮蔽コンクリートを対象に、放射化計算による放射能濃度の評価方

法について試料の測定値と比較することで検討を行った。 

2.計算・解析 放射化計算は、中性子輸送計算コード DORT で得られた中性子スペクトルおよび放射化計

算コード ORIGEN-S を用いて、JPDR 生体遮蔽コンクリートで現在保管されている廃棄物について実施し

た。計算対象核種[1]のうち Co-60、Cs-134、Eu-152、Eu-154 については、原子炉中心高さ付近から水平方

向にコアボーリングして採取した試料の測定値が多数あるので、測定値と計算値でそれぞれ求めた核種組成

比について統計的な検定を行い計算値の有用性を評価することにした。具体的には、Eu-152 の核種組成比

から各核種の放射能濃度を評価することを想定し、Eu-152 に対する核種組成比を計算値と測定値で求め、

核種毎に F 検定を行った。 

3.結果・考察 F 検定の結果、Cs-134 と Eu-154 については計

算値と測定値の母集団間で有意な差が無いと判定されたが（図

1）、Co-60 については、計算値と測定値の母集団間で有意な差

があると判定された（図 2）。Co-60 における両者の違いは、コ

ンクリートに含まれる微量元素の設定などに起因すると考え

られる。 

実際の廃棄物処分の放射能濃度評価において、スケーリング

ファクタ法では、核種組成比の平均値で評価することから、計

算値の核種組成比の平均値を測定値の核種組成比の平均で補

正することで、放射能評価に用いることが可能であると考えら

れる。今後は、本評価方法に微量元素の取扱いなども含めて他

の核種や研究炉でも検討を行い、評価の信頼性を高めていく予

定である。 
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図 1.計算と測定の核種組成比分布(Cs-134） 

図 2.計算と測定の核種組成比分布(Co-60) 
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